
 
2015 年度 まちづくりスポット神戸事業報告書 

事 業 名 まちそだてサロン「パパといっしょにあそぼう」 

開催日時 ２０１５年５月３１日（日）10：30～12：00 

場 所 ＢＲＡＮＣＨ神戸学園都市 コミュニティルーム 

事業目的 
男性の育児参加の促進 

子どもとのコミュニュケーションを図る方法のヒントを学び、子ども

と関わることへの「苦手意識」を軽減する機会としてもらう。 

参加者数 
生後７か月～３歳までの赤ちゃんとおとうさん １１組 

（０歳１人、１歳４人、２歳５人、３歳１人） 

居住区：垂水区９組  西区２組 

参 加 費 ５００円 

 

内 容 

 

 

スケジュール 

講師 

詳細内容 

配布物 

共催・協力など 

講師：あそびうたユニット かば☆うま 

①あそびうたライブ（２０分） 

②子どもたちにとってのおかあさんの存在、おとうさんの存在 

 についてのお話 

③子どもの名前でアイウエオ順に並び、２グループに分かれる 

 ⇒おとうさん同志で  

  自己紹介 子どもの紹介、学生時代にしていたこと特技 

  普段子どもとどのように遊んでいるか、奥さんへの愚痴など 

  意見交換 

 ⇒グループであそびを考える→グループ毎にあそび披露！	
 

④かばうまＣＤを流して子どもとダンス、手遊びなど 

 

 

 

事業の成果 

①おとうさん同志が出合い、知り合う機会をつくれた 

 （自己紹介や奥さんへの愚痴など大変盛り上がっていた。） 

②「楽しかった！」「あそびの幅が広がった。」「子どもとのふれあいの

ヒントがもらえた」など概ね好評。次回開催を望む声も多かった 

③８割の人が、まちスポをご存知でなかったが、知っていただく機会

となった。 

④日曜日の集客・若い世代の男性の来館機会として、良い企画だった。 

⑤芸工大の女子大生がボランティアスタッフとして参加 

 

課題・反省点 

① 子どもの体調等当日キャンセル２組あり。 

（定員より３組多く受付しておいて良かった） 

②入口でおかあさんが居なくなった途端、泣き出す子がいて、おとう

さんも困り顔。泣き続け、１組は講座中盤で帰ってしまった。 

③講師の意向で入口を背にして会場設営をしたが、閉鎖的な感じがし

た。会場レイアウトを再考する。 


